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報告＜第２７回ＳＳＨサイエンスフォーラム in屋代＞全校 

５月１０日（火）に屋代高校の第二体育館でＳＳＨフォーラムが開催されました。

高校生と中学生だけでなく、参観希望の保護者の方々にも来校していただき、講師

のイリエシュ ラウレアン先生の講演をお聞きしました。 

１ 講座名  「欧州の科学者が日本ではたらく理由 

～国際的な視野から見た日本の研究とは～」 

２ 実施日時 平成2８年5月1０日(木) 1３:４0～1５:４0 

３ 実施会場 長野県屋代高等学校 第二体育館 
４ 講師   東京大学大学院 理学系研究科 化学専攻 准教授 

イリエシュ ラウレアン氏  

５ 対象者  屋代高校生・屋代高校附属中学生・希望保護者 
＜内容＞   

☆自己紹介 

 ドラキュラやチャウシェスク、コマネチが有名なルーマニアの出身です。ルー

マニアは1989年まで共産主義体制で、全く海外からの情報がない状態でした。

経済もボロボロでしたので、ルーマニアでは化学の研究は無理でした。しかし、

私は化学が好きで、何が何でも化学をやりたい、夢を叶えたいという一心で日本

へ来ました。 

☆夢をもちましょう 

 一番大切なことです。自分の夢をどうつかまえるか？夢は、ある程度壁がある

が、得意なものであること。毎日やっても飽きないもの。途中で変わってもよい

。私は小学校の夢がテニス選手で、実際にルーマニアにいるときはテニスのプロ

プレーヤーを目指して活動もしていました。夢になるかはわからないが、色々な

ことに挑戦してほしい。 

☆化学って何？ 

  なぜ化学が生まれたか？それは3000年前、世界各地でなぜか皆が錬金術を始 

 めたことが発端。そこから無機化学→有機化学という流れができた。反応⇔化合 

物⇔物性⇔応用が化学の考え方の基礎。現在は、希少な金属を安く手に入りやす 

い金属に変えようとしているがなかなか上手くいかない。注目すべきは、有機太

陽電池である。プラスチックの太陽電池で実用化されれば、安価でとてもよいも

のになるだろう。 

 ～質問をうけて～ 

  夢を持ち続ける秘訣はない。 

  何か頭で考えて、やってみて 

  予想通りになったという成功 

体験を味わうと研究者にはま 

ってしまう。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート集計結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          【イリエシュ先生が質問に答える様子】 
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興味・関心はどうでしたか？
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SSH一人一研   科学の甲子園全国大会出場 

長野県大会で優勝した高校1年生(H27年度時点、現高２)の8名が、全国大会（つくば市）

に出場しました。 

全国大会では、5種類の実技筆記競技がありました。 

１．納豆菌のDNAを捕獲せよ。 

２．ジェット風船のエネルギーを計算せよ。 

３．牛乳パックの半分の高さ部分の断面積の形を正８角形にすると体積が１Lを超えること 

を証明せよ。 

４．光通信で16種類の文字を64回送る装置を製作し、より短時間に送信せよ。 

５．コーヒーフィルターで、滞空時間をより長く、より的近くに落下させるパラシュートを 

製作せよ。 

 どれも正解が１つではありません。すべて制限時間があります。どれだけよいモデルを作り、

深く考察し、手際がいいかを競います。数学オリンピックなどの優秀者が多くいる中で、8名

はよく頑張り、かなり刺激を受けてきました。詳細は、公式HPをご覧ください。 

 http://koushien.jst.go.jp/koushien/img/top/5th_koushien.pdf 

 

 

SSH一人一研  第４回 データビジネス創造コンテスト “高校生部門賞“獲得 

「データと創造力で子育てを笑顔に！」というテーマで、BigData から新たなビジネスモ

デルを創造するコンテストが慶應大学三田キャンパスで行われました。 

参加したのは高校だけでなく、大学や大学院の６０校複数チーム。データ分析の専門家たち

もいました。 

そして本校では高校1年生(H27年度時点、現高２)の3名（恵比寿さんずチーム）が、その

予選を勝ち抜き、”高校生部門賞”を獲得しました。独創的なアイディアで子育て世代のママ

たちを救う提案が評価されました。詳しくは、こちら。http://dmc-lab.sfc.keio.ac.jp/digpi/ 
 

 

 

 

 

 

 



 


